
「いのちと自然を守り育てること」わたしたちの変わらぬテーマです。

K U M I A I  C H E M I C A L  I N D U S T R Y  R E P O R T

第66期 中間の事業報告
平成25年11月1日 ▶ 平成26年4月30日　証券コード 4996

CONTENTS 1 株主の皆様へ　　特集　　トピックス　　連結財務諸表　　会社情報／株式情報3 4 5 6
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　農業に関しましては、政府が取りまとめた「農林水産業・地域の
活力創造プラン」により、農政の改革プランが提示され、産業政策
と地域政策を両輪とした4つの改革を柱として、農業の構造的な改
革に向けた、課題解決のための取り組みが進められています。
　このような情勢のもと、当グループは、永続的な成長と企業価値
の向上を図ることを基本方針として、市場の深耕や開拓による売上、

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資の持
ち直しや輸出環境の改善など、日本経済の景気回復基調は緩やかに
続いているものの、消費税率引き上げの影響から今後の景気動向
について慎重な見方も見られます。

■ 売上高	 （単位：百万円） ■ 営業利益	 （単位：百万円） ■ 経常利益	 （単位：百万円）

経営成績

代表取締役社長

　株主の皆様には、平素は格別のご支援、ご愛顧を賜わり
誠にありがたく厚くお礼申し上げます。
　当グループの第66期中間期（第2四半期 平成25年11月1日
から平成26年4月30日まで）の決算を終了いたしましたので、
ここに事業活動の概況をご報告申し上げます。
　今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜わりますようよろしく
お願い申し上げます。

自社開発剤を中心に拡販し増収　増益株主の皆様へTOP MESSAGE  
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利益の継続的な増大を最重点に、国内・海外とも、顧客のニーズ・
ウォンツに基づく販売戦略を策定し、その実践を図るとともに、自
社開発剤を中心とした製品の更なる拡販に努めてまいりました。
　当グループの第2四半期連結累計期間における売上高は351億3
千9百万円、前年同期比46億3千7百万円(15.2%)の増となりまし
た。損益面につきましては、売上高が増加したことなどにより、営
業利益は32億5千7百万円、前年同期比7億2千8百万円(28.8%)の
増、経常利益は38億3千万円、前年同期比6億3千3百万円
(19.8%)の増、四半期純利益は24億4千5百万円、前年同期比2億
2千8百万円(10.3%)の増となりました。

　国内販売部門の農耕地分野では、水稲用除草剤「ピリミスルファン剤」
が伸張し前年同期の実績を上回り、水稲用箱処理剤「イソチアニル剤」
の更なる拡販を図り伸張しました。また、水稲用本田殺菌剤の「コラト
ップ剤」を今期から販売開始したことに加え、園芸用では、殺菌剤「フ
ァンタジスタ剤」、殺虫剤「スプラサイド剤」とも前年実績を上回りました。
さらに、非農耕地向け薬剤販売や受託加工も順調に推移しました。
　海外販売部門におきましては、畑作用除草剤「ピロキサスルホン

剤」の米国における大豆向け販売が伸張したことから前年同期を上
回りました。加えて、直播水稲用除草剤「ノミニー」もインド向け
の販売が回復し、フィリピン・インドネシア向けの販売が伸張したこ
とから前年同期を上回りました。
　上記の結果、化学品セグメントの売上高は330億1千6百万円、
前年同期比45億4千9百万円(16.0%)の増、営業利益は33億9百万
円、前年同期比7億7千2百万円(30.5%)の増となりました。
　賃貸セグメントの売上高は、前年同期に比べ、賃貸物件及び賃貸
価格に大きな変動はなかったことから、1億1千4百万円(セグメント
間の内部売上を含めた売上高は2億9百万円)、前年同期比2百万円
(2.2%)の増、営業利益は1億2千6百万円、前年同期比3百万円
(2.4%)の減となりました。
　流通事業、印刷事業、情報サービス事業、環境中の化学物質等
計量事業及びメガソーラーによる売電収入などで構成されるその他
は、昨年9月に完成したメガソーラー発電所の売電売上が寄与した
ことに加え、流通事業での物流取扱量の増加により売上は増加しま
した。一方、印刷事業では主要取引先への販売が低調に推移しまし
た。その結果、全体の売上高は20億9百万円、前年同期比8千6
百万円(4.5%)の増、営業利益は1億5千万円、前年同期比4百万円
(2.4%)の減となりました。

■ 当期純利益	 （単位：百万円） ■ 総資産	 （単位：百万円） ■ 純資産	 （単位：百万円）

セグメントの概況について

自社開発剤を中心に拡販し増収　増益
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技
システムを変える

体
体質を変える

心
意識を変える

永続的な
成長

企業価値の
向上

幸せな会社

三位一体の筋肉質経営

特 集

クミアイ化学工業中期経営計画
　国連の将来人口推計によると世界人口は
2013年7月時点の約71.6億人から2050年に
約95.5億人、2100年には108.5億人になると
推計されています。増加する人口や新興国の経
済発展による食糧需要の増加を背景に、作物保
護農薬の市場は持続的に拡大すると予測されて
います。
　一方で日本国内の農薬市場規模は2001年以
降ほぼ横ばいで推移しており、農家の高齢化や
担い手不足などから市場の拡大は期待できない
状況です。
　このような状況の中で当社が継続的に成長
するためには、国内基盤を確実に維持してい
くことに加え、新興国を中心とした農薬市場
の拡大に対応可能なビジネス展開を進める必
要があるため、この度、中期経営計画を策定
いたしました。
　当社には自社開発剤、開発中の新規化合物に
加え、オンリーワン技術商品や製剤技術力とい
う技術基盤があり、これらの独自商品や技術力
を有効に活用することで、業界トップを目指す
ことは十分に可能であると考えており、本中期
経営計画では、意識・システム・体質を変え、
三位一体の筋肉質経営を行い、永続的な成長と
企業価値の向上を図ってまいります。
　株主の皆様の更なるご支援のほど、何卒よろ
しくお願い申し上げます。
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　当社が独自に開発した製剤「豆つぶ剤」について
の技術書を『省力製剤革命』という書籍にして出版
いたしました。
　各分野の有識者を編集委員に迎え、図表などを多
用した分かりやすい構成となっており、「豆つぶ剤」
をより広く、深く知っていただける内容となってお
ります。
　当社の「豆つぶ剤」が上市されてから13年が経ち、
普及面積も年々広がりをみせ、2013年には約7万ヘ
クタールに達しました。現在、水稲用除草剤を中心
に12剤の製品があり、今後もラインアップの充実に
努めてまいります。

　当社は、今期も水稲分野の新製品を続々と市場に出し
ております。水稲用除草剤では、昨年上市しました「ナ
ギナタ1キロ粒剤」に担い手向けの大型規格として10kg
規格を追加しました。更に新製品として「ナギナタ豆つぶ
250」、「ナギナタジャンボ」を本年2月に販売開始しました。
また、水稲用本田殺菌剤の「コラトップ剤」を昨年12月
に販売開始しました。水稲用箱処理剤では「エバーゴル
フォルテ箱粒剤」、「エバーゴルワイド箱粒剤」を本年6月
から販売を開始する予定にしております。当社の主力製
品の水稲用除草剤を始め、水稲分野での新たな製品ライ
ンアップの充実によりシェアアップに努めてまいります。 ナギナタ豆つぶ250エバーゴルワイド箱粒剤

エバーゴルフォルテ箱粒剤

コラトップ剤

トピックス

「豆つぶ剤書籍“省力製剤革命”出版」TOPICS 02

「国内販売　今期も新製品が続々登場」TOPICS 01
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連結財務諸表 FINANCIAL STATEMENTS

■ 財務状況	 （単位：百万円）

■ 経営成績	 （単位：百万円）

■ 連結キャッシュ・フローの状況	（単位：百万円） 資産・負債・純資産について

総資産は729億6百万円で、前連結会計年度末に比べ50億1千8百万円の増となりました。
これは主に受取手形及び売掛金並びに投資有価証券の増加が現金及び預金並びに商品及び
製品の減少を上回ったことなどによるものです。

● 資産の部

負債は213億１千７百万円で、前連結会計年度末に比べ20億２千９百万円の増となりました。
これは主に、支払手形及び買掛金の増加が短期借入金の減少を上回ったことなどによるもの
です。

● 負債の部

純資産は515億８千９百万円、自己資本比率は66.8％、１株当たり純資産は608円97銭
となりました。

● 純資産の部

現金及び
現金同等物の
期首残高
10,466

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
3,653

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
134

営業活動による
キャッシュ・フロー
△5,018

財務活動による
キャッシュ・フロー
△１,483

投資活動による
キャッシュ・フロー
△447

第66期（当第2四半期） 平成25年11月1日から平成26年4月30日まで

第65期（前第2四半期） 平成24年11月1日から平成25年4月30日まで 第66期（当第2四半期） 平成25年11月1日から平成26年4月30日まで

第65期（前期）
平成25年10月31日現在

第65期（前期）
平成25年10月31日現在

第66期（当第2四半期）
平成26年4月30日現在

第66期（当第2四半期）
平成26年4月30日現在

流動資産
34,466

固定資産
33,423

資産合計
67,888

流動資産
38,024

固定資産
34,882

資産合計
72,906

有形固定資産
12,184

無形固定資産
255

投資その他の資産
20,984

有形固定資産
12,266

無形固定資産
243

投資その他の資産
22,373

負債
21,317

純資産
51,589

負債純資産合計
72,906

負債
19,287

純資産
48,601

負債純資産合計
67,888

株主資本
41,757

その他の包括利益
累計額
4,026

少数株主持分
2,818

流動負債
12,432
固定負債
6,855

株主資本
43,716

その他の包括利益
累計額
4,956

少数株主持分
2,918

流動負債
14,257
固定負債
7,060

売上高
30,502

売上総利益
7,196

営業利益
2,529

経常利益
3,197

四半期純利益
2,217

売上高
35,139

売上総利益
8,081

営業利益
3,257

経常利益
3,830

四半期
純利益
2,445

売上原価
27,059

販売費及び
一般管理費
4,823

特別利益
10

特別損失
12

法人税等
1,253
少数株主
利益
131

営業外収益
625

営業外費用
52
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■ 株式の状況

■ 株式分布状況

■ 大株主

発行可能株式総数 200,000,000株

発行済株式の総数 86,977,709株

株主数 5,654名

株 主 名 当社への出資状況
持株数（千株） 持株比率（％）

全国農業協同組合連合会 26,527 30.49
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 6,997 8.04

静岡県経済農業協同組合連合会 2,770 3.18
スルガ銀行株式会社 2,609 3.00
農林中央金庫 2,588 2.97
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 2,335 2.68

CGML PB CLIENT ACCOUNT/
COLLATERAL 2,064 2.37

イハラケミカル工業株式会社 1,508 1.73
イハラ建成工業株式会社 1,076 1.23
CITIBANK INTERNATIONAL 
PLC LUX BQ 
DEGROOF LUX JP SICAV

1,057 1.21

（注）当社は自己株式6,729,184株(持株比率7.73%)を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。

■ 会社概要
会 社 名 クミアイ化学工業株式会社
設立年月日 昭和24年6月20日
資 本 金 4,534百万円
事 業 内 容 殺虫剤・殺菌剤・除草剤などの農薬の製造・販売
従 業 員 数 384名
本社所在地 〒110-8782 東京都台東区池之端一丁目4番26号

■ 連結子会社の概要 
尾道クミカ工業株式会社
※ 農薬等の製造販売業

広島県尾道市
資本金100百万円　出資比率：100.0％

日本印刷工業株式会社
※ 各種印刷物等の製造販売業

静岡県静岡市駿河区
資本金88百万円　　出資比率：  48.5％

株式会社クミカ物流
※ 運送・倉庫業

静岡県静岡市清水区
資本金62百万円　　出資比率：  52.9％

ケイアイ情報システム株式会社
※ 情報サービス業

東京都台東区
資本金50百万円　　出資比率：  50.0％

株式会社エコプロ・リサーチ
※ 環境中の化学物質等計量業

静岡県静岡市清水区
資本金45百万円　　出資比率：  66.7％

ケイ・アイ ケミカルU.S.A.
※ 農薬等の輸出入

米国ニューヨーク州
資本金2百万USドル 出資比率：  50.0％

ケイ・アイ ケミカルヨーロッパ
※ 農薬等の輸出入

ベルギー王国ブラッセル市
資本金70万ユーロ　出資比率：  50.0％

ケイ・アイ ケミカル ド ブラジル㈲
※ 受託業務

ブラジル連邦共和国サンパウロ市
資本金2百万レアル　出資比率：  50.0％

■ 金融機関 53,248千株 （ 61.23％）

■ 個人・その他 11,680千株 （ 13.43％）

■ 外国法人等 8,007千株 （  9.20％）

■ その他法人 6,878千株 （  7.91％）

■ 自己株式 6,729千株 （  7.73％）

■ 金融商品取引業者 434千株 （  0.50％）

合 計

86,977千株

所有者別株式数

■ 取締役及び監査役
代表取締役
取締役社長 石 原 英 助 取 締 役 藤 本 文 仁

取 締 役 柿 並 宏 之
代表取締役
専務取締役 堀 　 貞 直 取 締 役 安 部 俊 博

取 締 役 安 田 忠 孝
代表取締役
専務取締役 大 竹 丈 夫 取 締 役 引 屋 敷 透

取 締 役 加 藤 敦 啓
常務取締役 永 山 孝 三 常勤監査役 藤 原 　 功
常務取締役 小 池 好 智 監 査 役 前 田 哲 弘
取 締 役 尾 嶋 正 弘 監 査 役 高 橋 軍 治

（注）	 常勤監査役藤原　功氏、監査役前田哲弘氏は「会社法」第2条第16号に定める社外監査役であります。

会社情報/株式情報 （平成26年4月30日現在） CORPORATE DATA / STOCK INFORMATION
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■ 株主メモ

株式に関するお手続き等について

お手続き窓口及びお問合せ先

IR情報を当社ホームページで
ご覧になれます。

事 業 年 度 11月1日から翌年10月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年1月中
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ 郵 送 先 ）

〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

基 準 日 定時株主総会については10月31日、その他必
要があるときは、あらかじめ公告する一定の日

公告の方法 電子公告により行う
公告掲載URL
http://www.kumiai-chem.co.jp/

（但し、電子公告によることができない事故、
その他やむを得ない事由が生じたときには、
日本経済新聞に公告いたします。）

当社株式のお手続き窓口とお問合せ先は次のとおりです。

○ お取引の証券会社等に開設されている振替口座に預託され
　 ている当社株式に関する単元未満株式買取請求・買増請求、
　 配当金の受領方法の指定、住所等の変更の各お手続き
○ 上記の各お手続きに関するご照会

お取引口座を開設されている証券会社等にて
お手続き又はお問合せをお願いします。

○ まだ受取っておられない配当金の受領に関するお手続き及び
　 そのご照会
○ 特別口座に関する振替請求、単元未満株式の買取請求・買増
　 請求、配当金の受領方法の指定、住所等の変更の各お手続き
○ 株主名簿にご登録の配当金受取方法に関するご照会
○ 株主様宛郵便物等の発送と返戻に関するご照会
○ 特別口座に関する各お手続き及びそのご照会

【お手続き窓口】

【お問合せ先】

三菱UFJ信託銀行株式会社
全国本支店の窓口
三菱UFJ信託銀行株式会社
各種お問合せ　　　　　0120-232-711
各種手続用紙のご請求　0120-244-479
インターネットによるダウンロード
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

ホームページアドレスは次のとおりです。
http://www.kumiai-chem.co.jp/

本社　東京都台東区池之端一丁目4番26号
※この中間の事業報告書に関するお問合せは下記までお願いいたします。

総務部  03（3822）5036
U R L  http://www.kumiai-chem.co.jp/

環境に配慮した
「植物油インキ」を
使用しています。

「いのちと自然を守り育てること」わたしたちの変わらぬテーマです。

K U M I A I  C H E M I C A L  I N D U S T R Y  R E P O R T

第66期 中間の事業報告
平成25年11月1日 ▶ 平成26年4月30日　証券コード 4996
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